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第
一
回
交
渉
（
11
月
８
日
）

第
一
回
交
渉
で
は
、
冒
頭
、
組

合
か
ら
要
求
の
趣
旨
説
明
を
行
い

ま
し
た
。
内
容
は

①
政
治
情
勢
の
特
徴

②
日
本
経
済
の
動
向

③
「
今
こ
そ
企
業
の
社
会
的
責
任

を
果
た
す
と
き
。･

･
･

大
震
災
か
ら

の
復
興
と
働
く
も
の
が
安
心
し
て

生
活
で
き
る
雇
用
と
賃
金
確
保
、

大
企
業
は
内
部
留
保
を
還
元
し
被

災
者
の
生
活
再
建
に
回
す
べ
き

④
Ｊ
Ｒ
労
働
者
の
生
活
実
態
お
よ

び
諸
元

⑤
Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
社
の
財
務
状
況

の
推
移
と
労
働
分
配
率
・
内
部
留

保
の
現
状
、
等
に
つ
い
て
詳
細
に

説
明
を
行
い
ま
し
た
。

会
社
側
か
ら
は
、
現
時
点
で
の

考
え
た
方
に
つ
い
て
次
の
通
り
示

さ
れ
ま
し
た
。

①
組
合
側
か
ら
の
趣
旨
説
明
を
踏

ま
え
、
今
後
真
摯
に
議
論
し
て
い

き
た
い
。

②
3
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
で

は
、
多
く
の
路
線
・
施
設
が
被
災

し
た
。
し
か
し
、
新
幹
線
の
復
旧

を
は
じ
め
、
ダ
イ
ヤ
も
平
常
に
戻
っ

た
。
社
員
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、

グ
ル
ー
プ
会
社
、
他
の
Ｊ
Ｒ
会
社

に
も
支
え
て
も
ら
っ
た
。
感
謝
を

申
し
上
げ
る
。
③
10
月
28
日
に
第

２
四
半
期
決
算
は
公
表
さ
れ
た
。

単
体
で
は
、
営
業
収
益
が
五
九
三

億
円
の
減
収
、
運
輸
収
入
が
五
五

〇
億
円
の
減
収
と
な
っ
た
。
営
業

収
益
は
過
去
最
大
の
減
収
と
な
っ

た
。
平
成
二
十
一
年
の
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
を
上
回
る
減
収
で
あ
り
、

会
社
発
足
時
の
水
準
と
な
っ
た
。

④
日
本
経
済
の
特
徴
は
、
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
で
落
ち
込
ん
だ
景
気

は
も
ち
直
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、
東

日
本
大
震
災
で
落
ち
込
ん
だ
。
そ

の
後
、
上
向
い
て
き
て
い
る
が
、

震
災
以
前
の
状
態
に
は
回
復
し
て

い
な
い
。
為
替
レ
ー
ト
や
円
高
な

ど
、
明
る
い
材
料
は
な
い
。
今
後

も
電
力
の
制
約
や
原
発
事
故
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
る
。

⑤
今
後
の
見
通
し
と
し
て
は
、
被

災
線
区
の
復
興
の
課
題
が
あ
る
が
、

政
府
方
針
も
固
ま
ら
ず
不
透
明
な

状
態
で
あ
る
。

⑥
年
末
手
当
に
つ
い
て
は
、
業
績

に
基
づ
い
て
判
断
し
て
い
く
。
こ

れ
ま
で
、
三
ヵ
月
を
超
え
る
月
数

だ
っ
た
が
、
今
ま
で
と
は
全
く
違
っ

た
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
。
世
間

相
場
で
は
二
．
〇
八
ヵ
月
（
公
務

員
）
、
日
経
連
に
よ
る
と
二
．
四
ヵ

月
、
民
間
シ
ン
ク
タ
ン
ク
に
よ
る

と
二
．
二
四
ヵ
月
と
い
う
水
準
で

あ
る
。

と
の
考
え
方
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
回
交
渉
（
11
月
16
日
）

第
２
回
交
渉
は
、
会
社
側
の
資

料
説
明
の
後
、
議
論
を
行
い
ま
し

た
。会

社
側
か
ら
は
、
経
常
損
益
の

推
移
を
は
じ
め
日
本
経
済
の
特
徴

等
取
り
巻
く
情
勢
に
つ
い
て
の
資

料
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
会
社
の

主
張
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

①
単
体
の
第
２
四
半
期
決
算
に
よ

る
と
、
運
輸
収
入
は
東
日
本
大
震

災
の
影
響
で
過
去
最
大
の
減
収
、

そ
の
結
果
、
営
業
収
益
も
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
時
よ
り
も
大
き
く
、

過
去
最
大
の
減
収
と
な
っ
た
。
運

輸
収
入
は
対
前
年
比
五
五
〇
億
円

の
減
収
で
、
定
期
、
定
期
外
と
も

減
収
、
Ｈ
20
年
か
ら
約
一
〇
〇
〇

億
円
の
ダ
ウ
ン
、
営
業
利
益
は
対

前
年
比
三
四
七
億
円
の
減
収
で
約

２
割
の
ダ
ウ
ン
、
い
ず
れ
も
過
去

最
低
レ
ベ
ル
。

②
日
本
経
済
の
特
徴
は
、
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
で
落
ち
込
ん
だ
景
気

は
持
ち
直
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、
東

日
本
大
震
災
で
落
ち
込
ん
だ
。
そ

の
後
、
上
向
い
て
き
て
い
る
が
、

震
災
以
前
の
状
態
に
は
回
復
し
て

い
な
い
。
為
替
レ
ー
ト
や
円
高
な

ど
、
企
業
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
。

生
産
拠
点
の
海
外
移
転
の
進
行
や

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
金
融
危
機
の
深
ま

り
、
タ
イ
洪
水
等
に
よ
り
、
経
済

状
況
は
さ
ら
に
深
刻
化
し
て
お
り
、

明
る
い
見
通
し
は
立
た
な
い
。
今

後
も
電
力
の
制
約
や
原
発
事
故
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

③
完
全
失
業
率
は
４
％
台
と
高
止

国
労
東
日
本
本
部
は
、
10
月
21
日
に
各
エ
リ
ア
本
部
業
務
部
長
会
議
で

の
意
思
統
一
に
基
づ
き
、
「
二
〇
一
一
年
度
年
末
手
当
に
つ
い
て
の
申

し
入
れ
（
要
求
額
三
.
五
ヶ
月
分
、
12
月
9
日
支
払
い
）
」
を
行
い
ま

し
た
。
東
日
本
本
部
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
社
が
東
日
本
大
震
災
に
よ
る

甚
大
な
被
害
に
よ
っ
て
、
大
き
く
運
輸
収
入
が
減
少
し
た
も
と
で
も
、

一
定
の
収
入
を
確
保
す
る
と
共
に
、
引
き
続
き
株
主
配
当
を
据
え
置
い

て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
私
た
ち
社
員
の
厳
し
い
生
活
実
態
を
踏
ま
え
、

社
員
の
や
る
気
に
応
え
る
前
向
き
な
回
答
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

申
し
入
れ
の
柱
は
次
の
通
り

１
．
二
〇
一
一
年
度
年
末
手
当
の
支
払
額
に
つ
い
て
は
、
東
日
本
大
震

災
の
復
旧
・
復
興
の
精
励
分
も
含
め
、
基
準
内
賃
金
の
三
．
五
ヶ
月

を
支
払
う
こ
と
。

２
．
二
〇
一
一
年
度
年
末
手
当
の
支
払
い
に
つ
い
て
は
、
12
月
９
日
ま

で
に
支
払
う
こ
と
。

３
．
現
行
の
支
払
い
条
件
な
ど
を
以
下
の
通
り

改
善
す
る
こ
と
。

①
「
成
績
率
」
の
運
用
に
つ
い
て
は
、
実
施
し
な
い
こ
と
。

②
満
55
歳
以
上
の
社
員
に
つ
い
て
は
、
満
55
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る

月
の
末
日
に
お
け
る
基
準
内
賃
金
の
三
．
五
ヶ
月
を
、
満
57
歳
以
上

の
社
員
に
つ
い
て
は
、
満
57
歳
に
達
す
る
日
の
属
す
る
月
の
末
日
に

お
け
る
基
準
内
賃
金
の
三
．
五
ヶ
月
分
を
支
払
う
こ
と
。

４
．
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
社
員
に
つ
い
て
は
、
社
員
に
準
じ
た
取
り
扱

い
を
す
る
こ
と
。



ま
り
し
て
お
り
、
今
後
定
期
収
入

に
も
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
。
ま
た
、
被
災
地
の
状
況

に
も
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
。

有
効
求
人
倍
率
は
回
復
し
つ
つ
あ

る
が
、
東
北
地
方
は
数
字
以
上
に

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

④
鉄
道
営
業
収
入
は
対
前
年
を
大

幅
に
下
回
っ
て
い
る
。
10
月
は
一

〇
二
．
一
％
と
上
向
い
て
い
る
が
、

東
北
地
方
の
高
速
道
路
無
料
化
の

実
施
が
予
想
さ
れ
、
そ
の
影
響
も

慎
重
に
見
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ま
た
、
東
北
地
方
の
観
光

需
要
も
落
ち
込
ん
だ
ま
ま
で
、
回

復
し
て
い
な
い
。

⑤
被
災
線
区
の
復
旧
・
復
興
の
課

題
を
抱
え
て
お
り
、
今
後
大
き
な

資
金
が
必
要
に
な
る
。
国
に
も
支

援
を
要
請
し
て
い
る
が
、
現
状
で

は
は
っ
き
り
し
な
い
。

⑥
国
家
公
務
員
の
手
当
の
推
移
を

注
視
し
て
い
き
た
い
。
当
社
と
し

て
世
間
相
場
を
無
視
で
き
な
い
。

年
末
手
当
に
つ
い
て
は
、
組
合
と

の
議
論
経
過
を
踏
ま
え
、
業
績
に

基
づ
い
て
判
断
し
て
い
き
た
い
。

回
答
時
期
に
つ
い
て
は
明
言
で
き

な
い
が
、
世
間
の
動
向
を
踏
ま
え

て
判
断
す
る
。

と
の
考
え
方
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
組
合
側
は
、

①
７
月
か
ら
９
月
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
速

報
値
が
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
Ｇ

Ｄ
Ｐ
の
６
割
近
く
を
占
め
る
個
人

消
費
が
一
．
〇
％
増
加
し
た
。
こ

れ
は
震
災
以
降
の
消
費
低
迷
の
反

動
で
あ
る
も
の
の
、
自
粛
ム
ー
ド

に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
消
費
の
減
少
や

節
電
に
伴
う
電
気
使
用
量
の
減
少

な
ど
が
緩
和
さ
れ
た
結
果
で
あ
り
、

前
向
き
な
材
料
だ
。
一
方
で
、
雇

用
者
報
酬
が
連
続
し
て
減
少
す
る

な
ど
、
国
民
・
労
働
者
の
生
活
は

一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
そ

う
い
う
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
労
働

者
の
所
得
を
増
や
し
、
家
計
を
改

善
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

し
、
震
災
復
興
と
日
本
経
済
の
力

強
い
回
復
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ

る
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
し
て
、
社
会

的
責
任
を
果
た
す
べ
き
で
あ
る
。

②
第
２
四
半
期
決
算
は
全
体
的
に

見
て
厳
し
い
状
況
で
は
あ
る
が
、

10
月
の
鉄
道
運
輸
収
入
が
一
〇
二
．

一
％
と
な
っ
た
こ
と
等
、
明
る
い

兆
し
も
出
て
き
て
い
る
。

③
第
２
四
半
期
決
算
で
は
、
人
件

費
の
削
減
で
五
九
億
円
を
生
み
出

し
て
い
る
。
一
方
で
株
主
還
元
に

つ
い
て
は
据
え
置
く
な
ど
、
減
収

の
し
わ
寄
せ
を
社
員
に
押
し
つ
け

る
結
果
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
承

服
し
が
た
い
。

④
会
社
の
説
明
に
よ
る
収
益
の

推
移
か
ら
見
て
、
Ｊ
Ｒ
発
足
当
時

の
レ
ベ
ル
ま
で
年
末
手
当
の
水
準

が
下
が
る
の
で
は
な
い
か
と
の
危

惧
を
抱
く
。
こ
れ
で
は
社
員
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
保
て
な
い
。

⑤
収
益
の
減
収
を
踏
ま
え
、
固
定

費
を
削
る
と
な
る
と
、
当
然
の
よ

う
に
人
件
費
を
削
減
す
る
こ
と
に

な
る
。
安
易
に
人
件
費
を
削
る
こ

と
は
や
る
べ
き
で
は
な
い
。
人
件

費
は
業
績
に
連
動
す
る
と
い
う
が
、

社
員
の
頑
張
り
に
応
え
る
の
が
、

本
来
会
社
の
と
る
べ
き
姿
勢
で
は

な
い
か
。

⑥
内
需
拡
大
が
重
要
な
課
題
で
あ

る
こ
と
は
、
国
際
的
に
も
明
ら
か
。

営
業
収
入
は
落
ち
込
ん
で
い
る
が
、

経
常
利
益
は
一
定
の
水
準
を
確
保

し
て
い
る
。
社
員
の
頑
張
り
が
利

益
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
し
っ
か
り
と
還
元
す
る
こ
と

を
検
討
す
べ
き
だ
。

⑦
労
働
分
配
率
を
高
め
、
内
部
留

保
を
活
用
し
て
、
個
人
消
費
を
回

復
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
。
人
に
も

物
に
も
投
資
す
る
気
持
ち
を
持
つ

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

⑧
震
災
で
収
益
が
落
ち
た
か
ら
、

手
当
が
下
が
る
と
い
う
の
は
理
解

さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
ど
う

や
っ
て
リ
カ
バ
リ
ー
し
て
い
く
の

か
、
具
体
的
計
画
を
示
す
べ
き
で

あ
っ
て
、
安
易
に
手
当
を
削
減
さ

せ
る
べ
き
で
は
な
い
。

こ
う
し
た
組
合
側
の
主
張
に
対

し
て
会
社
側
か
ら
、
年
末
手
当
に

つ
い
て
は
業
績
や
議
論
経
過
を
踏

ま
え
て
回
答
し
た
い
と
の
表
明
を

受
け
て
、
第
２
回
交
渉
を
終
了
し

て
き
ま
し
た
。

次
回
は
、
回
答
日
と
な
り
ま
す
。

貨
物
会
社
二
〇
一
一
年
度
年
末
手
当

一
．
五
七

ヶ
月
と
回
答

貨
物
会
社
は
11
月
17
日
、
二
〇
一
一
年
度
年
末
手
当
に
つ
い
て
、
「
一
．

五
七
ヶ
月
分
、
12
月
９
日
以
降
準
備
で
き
次
第
支
払
い
」
の
回
答
を
行
い

ま
し
た
。

回
答
は
、
社
員
・
家
族
の
厳
し
い
生
活
実
態
か
ら
極
め
て
不
満
の
残
る

回
答
で
、
社
員
に
還
元
し
よ
う
と
し
な
い
貨
物
会
社
経
営
陣
の
姿
勢
は
、

経
営
側
の
責
任
を
社
員
に
転
嫁
し
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
は
じ
め
、
こ

の
24
年
余
、
貨
物
会
社
を
支
え
て
き
た
社
員
と
家
族
の
思
い
を
大
き
く
踏

み
に
じ
る
も
の
で
す
。

国
労
本
部
は
、
闘
争
指
示
８
号
を
発
し
、
低
額
回
答
に
対
す
る
抗
議
行

動
の
展
開
を
指
示
し
ま
し
た
。

国
労
仙
台
地
本
は
、
次
の
通
り
抗
議
集
会
を
開
催
し
ま
す
。

緊
急
抗
議
集
会
の
開
催

日
時

11
月
21
日
（
月
）

①
18
時
30
分
～

②
18
時
～

場
所

①
宮
城
県
宮
城
野
貨
物
駅
門
前
（
社
会
保
険
事
務
所
と
な
り
）

②
福
島
県
郡
山
分
連
協

参
加
対
象①

宮
城
県
支
部
・
仙
総
支
部
組
合
員

②
福
島
県
支
部
・
郡
工
支
部
組
合
員


